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平成２８年１月 
京田辺市学校給食委員会                                      

きちんと火
ひ

が

通
とお

ったか、料
りょう

理
り

ごとに温
おん

度
ど

を確
かく

認
にん

し、記
き

録
ろく

します。 

 

料
りょう

理
り

に使
つか

う野
や

菜
さい

は、

シンクを変
か

えてそれ

ぞれ３回
かい

ずつ洗
あら

い、ご

みや汚
よご

れをしっかり

落
お

とします。 

しょくいくだより 

(１月
がつ

２４日
か

～３０日
にち

) 

戦後の給食のうつりかわり 

調
ちょう

理
り

員
いん

さんたちは、衛
えい

生
せい

に気
き

を付
つ

けながら給
きゅう

食
しょく

を作
つく

っています。 

今
こ

年
とし

の給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

のテーマは、「乾
かん

物
ぶつ

を食
た

べよう！」です。特
とく

別
べつ

献
こん

立
だて

として乾
かん

物
ぶつ

を使
つか

ったさ

まざまな献
こん

立
だて

が登
とう

場
じょう

します。 

きゅう  しょく しゅう  かん  とく  べつ  こん  だて 

料
りょう

理
り

ごとに気
き

を付
つ

けなければならない衛
えい

生
せい

面
めん

のポイントがほかにもたくさんあり

ます。さまざまなことを確
かく

認
にん

しながら、安
あん

全
ぜん

でおいしい給
きゅう

食
しょく

を作
つく

っています。 

せん  ご      きゅう しょく 

(１月
がつ

２５日
にち

～２９日
にち

) 

戦
せん

争
そう

による食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

により

中
ちゅう

止
し

していた給
きゅう

食
しょく

も、戦
せん

争
そう

が

終
お

わり、ララ(アジア救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

会
かい

)やユニセフなどからおくら

れた脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

や缶
かん

詰
づめ

などを使
つか

って、再
ふたた

びはじめられました。 

アメリカからもらった小
こ

麦
むぎ

粉
こ

を使
つか

ってパンが作
つく

られ、パン・

ミルク・おかずの完
かん

全
ぜん

給
きゅう

食
しょく

が

行
おこな

われるようになりました。 

当
とう

時
じ

はご飯
はん

を炊
た

くための炊
すい

飯
はん

器
き

が給
きゅう

食
しょく

室
しつ

になかったため、

おかずを作
つく

るための釜
かま

でご飯
はん

を

炊
た

くか、業
ぎょう

者
しゃ

さんにお願
ねが

いして

ご飯
はん

を炊
た

いてもってきてもらっ

ていました。 

子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

を良
よ

くするために始
はじ

まった給
きゅう

食
しょく

ですが、日
に

本
ほん

が豊
ゆた

かになる

と、今
こん

度
ど

は子
こ

どもの肥
ひ

満
まん

や生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

が増
ふ

え、食
しょく

生
せい

活
かつ

の乱
みだ

れなどが問
もん

題
だい

になってき

ました。それを良
よ

くするために、栄
えい

養
よう

バランスを考
かんが

え、自
じ

分
ぶん

に合
あ

った食
た

べ物
もの

を選
えら

ぶた

めのお手
て

本
ほん

として給
きゅう

食
しょく

が出
だ

されるようになりました。 


